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・読者の広場「活動市民の会の掲示板」をつくります ～ニュースレターを活用しましょう！～ 

 
 
 
 

 

 

                                    
絹甚とならんで飯能大通りを代表する店蔵。 

江戸時代中期、大河原亀文という人が薬舗「亀屋」を開業、以来続く。 

亀文は、安永２年（1773）飯能村名主・大河原太郎右衛門の次男として生まれた。 

黒々としてどっしりした店構えであるが、現在は営業していない。 

建物は、明治４年（1871）の建築という。 

最近、散歩をしながら見ていると、下屋根の右側が崩れかけている。 

絹甚が修復されたように、飯能の貴重な文化財として何とか残して欲しいと思う。 

 [参考文献：『飯能の民家』飯能市教育委員会] 
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「くすりの大河原」 

（絵と文：飯能名栗エコツーリズム活動市民の会 根立隆さん） 
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今年も、飯能名栗エコツーリズムオープンカレッジを開催します。今回は天覧山周辺での野外実習を

中心とした講座です。飯能の自然、歴史・文化などの様々な魅力がつまったこの場所は、エコツアーの

ガイドの仕方を楽しく、実践的に学ぶのにぴったりの場所です。この講座を受けると、ガイドとしての

知識や技術が身に付くのはもちろん、これまでよりも、ずっと楽しく天覧山を歩けるようになると思い

ます。 
「エコツアーの企画やガイドをやってみたい」という方も、「お友達に飯能を案内してあげたい」と

いう方も、ぜひお気軽にご参加ください。ここでは、予定している講座の内容を簡単にご紹介します。 
 

★第１回 ６月 29日（日） 

 初日の実習では、天覧山周辺を散策しながら、自然や歴史・文化の「たからもの」を紹介していきま
す。「こんなものここにあったっけ？」といった石碑から、生きものに関する豆知識まで、幅広くご紹

介します。飯能の魅力について楽しく学びながら、講座の参加者同士での交流も深めましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
－天覧山のまわりには、いろんな「たからもの」がいっぱい！ 

★第２回 ７月６日（日） 

２日目は、第１回で見つけた「たからもの」を、わかりやすく他の人に紹介するための、解説活動の

練習を行います。ガイドとしての基本を学び、それぞれの個性を活かした案内を目指しましょう。 

★第３回 ７月 13日（日） 

最終回では、参加者のみなさんにエコツアーのガイド役に挑戦して

いただきます。講座で学んだことを活かしつつ、ガイドを体験してみ

ることで、より知識が身に付きます。前回の講座では、それぞれの参

加者が工夫をこらした解説で楽しいガイドを展開し、講座を盛り上げ

ていただきました。  
 
－どんな名ガイドが誕生するか、今から楽しみです。 

 
対象…エコツアーに関心がある方、まちづくりや環境問題に関心のある方 
定員…20人（申込順） 
費用…3,000円（資料代、保険代など）  
 
※テキストとして、ガイドの時に使える解説シート（約 100ページ）を 
用意しています。講習の全日程を受講された方には｢修了証｣を交付します。 

オープンカレッジ開催のお知らせ 

■問い合わせ・申し込み      ※６月 25日（水）〆切 
飯能市環境部エコツーリズム推進室       〒357-8501 飯能市大字双柳 1-1 
電話：042-973-2123   FAX：042-971-2393   電子メール：eco2@city.hanno.saitama.jp 

～ふるさと案内人になろう！～ 
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平成 19 年度は、飯能名栗エコツーリズムの立ち上げから発展へ移行する重要な年度と位置づけ、み
なさんと一緒にエコツーリズムの推進に取り組んで参りました。その結果、次のような成果を得ること

ができました。 
 

［ツアー数と参加者数］ 

平成 19 年の３月から平成 20 年の２月までの期間に、69
のエコツアーが実施されました。このうち、34 ツアーは新
企画のツアーでした。また、ツアーの実施に関わっていただ

いたグループが９つも増えました。 
 
 

 
 
 

 
 

［活動市民の会主催ツアーの実施］ 

活動市民の会の会員が中心になって、企画・実施されたツアーが４

ツアー行われました。右の写真は、３月に行われた『ふるさとの酒と

杜氏の心にふれる旅』。地元の酒蔵と活動市民の会の協力によって実現

したツアーです。今年度も引き続き、活動市民の会主催の様々なツア

ーを企画・実施していきましょう。 
 

［市内全地域でのエコツアー開催］ 

昨年度は、飯能・精明・加治・南高麗・吾野・東吾野・原市場・名栗という市内８地域全てで、エ

コツアーを開催することができました。これは、各地域にお住まいの方々をはじめ、市民のみなさま

のご協力があってこその結果です。今年度も全地域での開催ができるよう、引き続きエコツアーの企

画をお手伝いしていきたいと思っています。 
 

［エコツアー実施者交流会の開催］ 

エコツアーを実施するグループ間で、ツアーに対する考え方や、ツ

アーを行っていく上での課題などを共有することを目的として、交流

会を開催しました。どうすれば継続して参加者を集められるか、PRの
仕方に工夫が必要、などといった真剣な話し合いが行われました。飯

能名栗地区全体でエコツーリズムの推進に取り組んでいくために、引

き続き、このような会を持ちたいと考えています。 
一方で、エコツーリズムの認知度がまだまだ低い、ツアーの魅力が十分伝えられず、参加者が集ま

りにくいツアーがある、など様々な課題もあります。これらの課題の解決に１つずつ取り組みながら、

今年度もよりいっそうエコツーリズムの推進に取り組んでいきたいと思っています。みなさまも、ご

支援、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

平成 19年度エコツーリズムの取り組みをふりかえって 
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●「ニュースレターを、会員同士の情報交換の場として、もっと活用していただきたい」と思い、 
本号から誌面のレイアウトを一部変更することにいたしました。 
 
●今後、このページは、会員のみなさんから寄せられた情報を掲載する「活動市民の会の掲示板」にし
たいと思います。活動市民の会の仲間に伝えたいこと、ツアーのお知らせ、エコツアーに参加した感

想、まちの耳よりな情報など、エコツーリズムに関わる情報をどんどん投稿してください。 
例えば… 
・○○寺の古い資料が、７月○日に一般公開されます。興味のある方は行ってみませんか？ 
（会員○○より） 
・飯能河原を活かしたツアーの企画をしたいと思いますが、いいアイデアがありましたら、どなたか

教えてください。（会員○○より） 
・ブログをつくりました！エコツアー体験記などを書いています。みなさんぜひ見てください。 
http://○○○○ （会員○○より） 

 
●記事の投稿はエコツーリズム推進室までお願いいたします。 
 〒357-8501 飯能市大字双柳１-１ 
電話：042-973-2123 FAX：042-971-2393 電子メール：eco2@city.hanno.saitama.jp 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
※次回のニュースレター発行は、８月の予定です。 
エコツアーやイベントのお知らせは、８月下旬 
～10月のものを投稿してください。情報提供は 
７/31（木）までにお願いいたします。 
 
 活発な投稿をお待ちしています！ 
  

エコツアーのお手伝い募集！ 

 
６月１日（日）  

精明元気かい主催エコツアー 

『田園風景を見ながら畑仕事』 
 
サツマイモの植え付けなどの農作業を体験します。 
お手伝いをしてくださる方、若干名募集中です。 
ガイドは無理でも、お手伝いなら…という方は 
推進室までお知らせください。 
（エコツーリズム推進室 TEL：042-973-2123） 

読者の広場「活動市民の会の掲示板」をつくります 
～ニュースレターを活用しましょう！～ 

編集後記 
自宅前の道ばたでは、ドクダミが咲き始め

ました。民間薬としてよく使われ、10種の

薬効があることから、十薬（じゅうやく）

と呼ぶこともあるそうです。まちのなかで

も注意していると、季節の移り変わりを感

じることができますね。（か） 

 

精明地区

今月のお知らせ 


